
学科名：30年度は2学科分合同

平成３０年度計画 平成３０年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成２９年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成
状況を評価する。 該当する項目に
ついては、セルを分割して、上段に
中間報告、下段に最終報告を記載す
る。

Wi-Fiの利用率があがってきている
ことより、既存の回線だけでなく無
線専用の回線を利用することを検討
している。また、ホールなど学習だ
けでない利用を行う場所については
公衆無線LAN導入にむけて調査検討
を行っている。これらの導入によっ
て、利用が分散され学内のWi-Fiな
らびにネットワークの安定化を図り
たい。

○ ○

Wi-Fiの利用率があがっていること
により、利用者が多い時間帯でWi-
Fiの速度が遅くなることが頻発した
ため、既存回線から無線専用の回線
を新たに契約を行い提供を行ってい
る。現環境での利用状況を引き続き
注視し、必要に応じて公衆無線LAN
等を検討していく。

◎ ○

平成30年7月30日、8月1日に教職員
向けのコンプライアンス研修会を実
施。その中で、主にビデオを利用し
て情報セキュリティについての啓発
を行った。情報セキュリティに関し
ては、各職員および学生においても
高い意識づけが必要となることか
ら、定期的に研修会等を実施してい
くべく、スケジュールや内容等につ
いて、目下検討を行っている。

○ ○

情報セキュリティ対応についての重
要性や必要性が叫ばれている昨今、
学内教職員および学生に対し高い意
識づけや啓発ができるよう、情報セ
ンターとしても情報セキュリティの
知見や最新情報についての収集を継
続して行っている。本年度後期にお
いては、学内向けに警察等によるセ
ミナーや実演などの提案も行った
が、実現には至らなかった。当該情
報セキュリティ分野は大学運営や経
営にも影響してくるものなので、今
後さらに必要性や重要性について関
係部門に訴えていきたい。

○ ○

平成30年9月に図書館、Tコモンズ、
L館2階ホール等、設置パソコンのリ
プ レ イ ス を 行 い 、 最 新 OS
（Windows10）の提供が可能となっ
た。同時に、情報教室についても、
Windows10の利用ができるよう、シ
ステムの調整を行った。後期からは
これら新環境で、本格的に運用を開
始する予定。これに伴い、利用者の
サポートについても強化を図るべ
く、対応を検討中である。

○ ○

平成30年9月の図書館、Tコモンズ・
L館2階ホール等、設置パソコンのリ
プレイスならびに情報教室の最新OS
整備以降、特に大きな問題や障害も
なく順調に稼働している。最新OSの
利用率などを見ると、学生など利用
者の評判は概ね良いのではないかと
と考えている。一方、教員向けには
Microsoft社と包括利用契約を締結
し、個人研究費等の公費で導入した
パソコンに最新のOffice製品をイン
ストールすることが可能となった。
教員の評判は上々である。引き続
き、利用者の積極的なサポートを継
続していきたい。

◎ ◎

［物的資源］
短期大学の設置者の事業計画に従
い、教育課程と学生支援の充実の
ために、短期大学設置基準に規定
される校地、校舎、施設設備、そ
の他の物的資源を整備・活用す
る。

【平成３０年度短大の主要事業計画と改革の重点事項】

固定資産管理規程、消耗品及び貯蔵
品管理規程等を、財務諸規程等を整
備し、諸規程に従い施設設備、物品
（消耗品、貯蔵品等）を維持管理す
る。また、コンピュータシステムの
セキュリティ対策や省エネルギー・
省資源対策、その他地球環境保全に
配慮し、火災・地震対策、防犯対策
のための諸規則を整備して定期的な
点検・訓練を行う。

コンピュータシステムのセキュリ
ティ対策や省エネルギー・省資源対
策について、システム整備と利用者
の意識向上との両面から改善を検討
する。

セキュリティに関するシステム整備
については、今年度はコストがかけ
られないため、現状のシステムの設
定見直し等で改善できる内容を検討
する。
利用者のモラルおよびセキュリ
ティー意識向上に関しては学内掲
示・イントラ等で啓発を行う。

就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各学科の年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（又は事務部）： 　短期大学 計画：平成30年5月18日／中間報告：平成30年9月30日／最終報告：平成31年3月31日

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局及び学科における３０年度計画と実行計画

中　期　目　標 中　期　計　画

（1）教員は、教育目的・目標の達成
状況を把握してシラバスに示した成
績評価基準により学習成果の獲得状
況を評価し、学生による授業評価を
定期的に受けて授業改善し、学生に
対して履修及び卒業に至る指導を行
うなど、学習成果の獲得に向けて責
任を果たす。
（2）事務職員は、所属部署の職務を
通じて教育目的・目標の達成状況を
把握し、学習成果を認識して学習成
果の獲得に貢献するとともに、学生
に対して履修及び卒業に至る支援を
行い、学生の成績記録を規程に基づ
き適切に保管するなど、学習成果の
獲得に向けて責任を果たす。
（3）教職員は、学生の学習向上のた
めに支援として、図書館又は学習資
源センター等の利便性を向上させ、
学内LAN及びコンピュータの利用を促
進し、適切に活用し、管理するな
ど、学習成果の獲得に向けて施設設
備及び技術的資源を有効に活用す
る。

（3）学内LAN環境ならびにWi-Fi環境
をより快適に使用できるように整備
を行う。また、ICT環境についての利
用促進を図るためサポートを充実さ
せる。

（3）Wi-Fi環境においてより快適に
インターネットを実施できるように
回線や機器設置状況を確認し、状況
に応じて対応を行う。
またICT環境利用促進のため、パソ
コン教室の利用方法や学内システム
の利用説明会などを実施する。

［学生支援］
建学の精神と教育目的・目標に基
づいて、多様な学生を募集し、そ
の入学を許可し、積極的に資源配
分を整備して学生の学習支援を図
り、成績評価基準等に従って学習
成果の獲得状況を評価して、学習
成果の獲得が向上するように教育
方法、教育課程及び教育プログラ
ムの見直しを行う。また、学生の
ニーズを的確にとらえ、それに対
応した学習支援の環境を整えるた
めに、 学生生活支援のための組
織や支援体制を整備し、専門的職
員を配置する。

学科・専攻課程の教育課程編成・実
施の方針に基づいて、学生の学習支
援のために必要な学内LANやコン
ピュータ教室、マルチメディア教
室、CALL教室等の特別教室を整備す
るなど、技術サービス、専門的な支
援、施設設備の向上・充実を図り、
情報技術の向上に関するトレーニン
グを学生及び教職員に提供するとと
もに、新しい情報技術などを活用し
て、効果的な授業を行う。

最新のICT環境や各種機器等の利用お
けるサポート環境を整備し提供する
ことによって、教職員及び学生に
とって満足感が得られるよう、技術
面および運用面での支援を行う。

最新のOSおよびビジネスソフトウェ
アを備えたパソコンが快適に利用で
きる環境を提供し、操作方法や疑問
点等に対し、技術的支援や専門的支
援など、きめ細かいサポートを行
う。

［技術的資源その他］
短期大学の設置者の事業計画に基
づいて、教育課程と学生支援を充
実させるために十分な技術的資源
をはじめとするその他の教育資源
を整備・活用する。また、学生の
学習、教育研究に対する学内外の
ネットワーク及び運営体制のニー
ズに合わせた技術的資源を有し、
その利用については目的・行動指
針を定めるとともに、自己点検・
評価を通じて活用する。



平成30年9月時点でeポートフォリオ
推進部会の開催はなく、今後の方針
ならびに更なる展開については協議
されていないのが現状である。この
ような状況下、以前から問題となっ
ていたeポートフォリオシステムの
グループ構成機能がわかりにくいと
いう部分についての改善を、当該シ
ステム業者と調整を図りながら、目
下実施しているところである。

○ △

中間報告時と同様となるが、平成31
年3月時点までeポートフォリオ推進
部会の開催はなく、今後の方針なら
びに更なる展開については協議され
ていないのが現状。引き続き、シス
テム開発業者と保守の範囲内にてシ
ステム改善についての調整や対応を
行っている。
なお、先日次年度の予算内示があっ
たが、当該eポートフォリオに係る
予算は見送りとなった。次年度、取
り組みについて再検討が必要ではな
いかと考える。

○ ○

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆

（１）平成３０年度計画は、就実短期大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載する。

（２）平成３０年度実行内容は、平成３０年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。

（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

①学生生活実態調査に基づいて、大
学施設の計画的な整備、学生の活動
を支援するキャンパスアメニティを
充実させ、学生の満足度向上を図
る。
②キャリア支援の強化、学生相談室
によるメンタルサポートと障がい学
生への支援体制を強化、e-ポート
フォリオの運用促進などによるきめ
細かな学生支援を推進する。

eポートフォリオの今後の運用につい
て本学の実情に合わせた使い方がで
きるよう、関係する部門と協議し、
運用支援を行う。

昨年度はeポートフォリオシステム
上に学生の試験結果（PDFファイル
や数値データ）を掲載できる機能を
追加した。引き続きこの機能の操作
支援を行うとともに、他のeポート
フォリオ機能についても関係部門と
活用方針を協議の上で、必要に応じ
た運用支援を行う。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが
成長を実感できる教育改革、充実
した学生生活支援、新たな価値を
創出する地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化を図
るため、特色ある大学改革を推進
する。
（１）組織的な大学改革への取り
組みと活力ある組織への転換によ
る教学ガバナンスの強化
（２）3ポリシーを具現化して学
生の成長を促進する教育改革と多
様性豊かな人材育成の推進
（３）学内環境の整備と学生生
活・修学・キャリア支援体制の強
化による学生の満足度向上
（４）入試・奨学金制度改革によ
る優秀な学生の確保と効果的な入
試広報活動の充実
（５）教員研究力・地域貢献力の
向上・活性化によるイノベーショ
ン創出とグローバル化推進


